
　住宅用火災警報器の設置は、年間の住宅火災死者数が1,000人を超え、死者の半数以上が65歳以上の高齢者であるこ
と、死亡原因の約7割が逃げ遅れであることから、死者数の低減を図るため、平成16年に消防法が改正され、笠間市では、
平成20年6月から設置が義務付けられました。
　このほど、総務省から住宅用火災警報器の設置状況が発表され、笠間市の推計普及率（平成24年6月1日時点）は
67.5％に達していることが分かりました。この結果は、全国平均（77.5％）と比べても10％低く、また、茨城県平均（59.8％）
は全国でワースト1位の不名誉な結果になっています。
　設置義務から4年が経過しますが、いまだに3割以上の住宅が未設置の状態です。これまでの普及活動で、設置義務
を知っている人は多いのですが、『オール電化だから火災は起きない』、『警報器はあるが設置していない』、『設置が面倒』
などの声を聞きます。設置対象が、生活の場である住宅のため、設置率の向上には各家庭の防火意識が重要なポイント
となります。未設置のご家庭は、あなたと大切な家族の尊い命を守るために、設置率100％の街を目指して迅速な設置
をお願いします。

Ｑいつから設置が義務付けられたの？
Ａ�平成20年6月1日以降、すべての住宅（戸建住宅、店
舗併用住宅、共同住宅、寄宿舎等すべての住宅が対象）
に設置が義務付けられました。

Ｑどこで購入できるの？
Ａ�お近くのホームセンターや電気店、量販店などで販売
しています。

Ｑ熱式と煙式どちらを付ければいいの？
Ａ�早期に火災を感知できる煙式警報器の設置が義務付け
られています。

Ｑどこに付けるの？
Ａ�寝室（主寝室の他、子供部屋などの就寝の用に供する
部屋）および階段（2階に寝室がある場合）に設置が義
務付けられています。

Ｑどうやって取り付けるの？
Ａ�天井または壁にネジ2本で簡単に取り付けできます。
自分で設置することが難しい方は、購入先・取引のあ
る電気店等へ相談することをお勧めします。

住宅用火災警報器は、あなたの命を守る大切な機器です。
「いざ」というときにきちんと作動するように、日ごろか
らお手入れや点検をしましょう！
①点検の方法
　・正常に作動するか、月に最低1回点検しましょう。
　・�警報器にホコリが付くと火災を感知しにくくなりま
す。汚れが目立ったら、乾いた布でふき取りましょう。

　・�点検は、ボタンを押したり、ひもを引いたりして行い
ます。詳しくは製品の取扱説明書をご覧ください。

②音が鳴らない・・・ 
　・電池はきちんとセットされていますか？
　・電池切れではありませんか？
　・�それでも鳴らない場合は、故障が考えられますので、
取扱店にご確認ください。

③電池切れかな？ 
　�電池切れの時には音声でお知らせするか、ピッピッと
短い音が一定の間隔で鳴りますので、新しい電池に交
換してください。

巧妙な手口を使った悪質な訪問販売などのトラブルの発生が
予想されますので、注意が必要です。
・�消防職員が個人住宅を訪問し、住宅用火災警報器等の斡旋
や販売をすることはありません。
・�不当に高い価格で販売する。（国産メーカーの警報器（電池
寿命10年）の目安は、3,000円前後です。）

【問合せ】
消防本部予防課　0296-72-0874
笠 間 消 防 署　0296-73-0119
友 部 消 防 署　0296-78-0119
岩 間 消 防 署　0299-45-0119
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◎寝室が1階のみの場合
　1階の寝室に取り付けます。

◎寝室が1階および2階にある場合
　各寝室の他に、2階の階段に取り付けます。

　　は住宅用
火災警報器

設置に関する疑問

悪質な訪問販売にご注意を！！

住宅用火災警報器を設置したあとは？
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